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エネルギー資源の乏しい日本において太陽光を源にした持続可能なエネ
ルギー源が創出できます。
エネルギーの使い方、たとえば災害時にどのようにエネルギーを分配するこ
とでその災害を乗り切ることができるか分析することができます。
太陽光発電システムの動作解析に用いる回路シミュレーション、伝熱シミ
ュレーション、データベースを用いた発電量予測など各種解析手法を学ぶ
ことができます。

この研究はどう役立つ︖研究から学べることは︖

この研究はどう役立つ︖研究から学べることは︖

太陽光発電システムの電気エネルギーによる水素生成
太陽光由来水素と二酸化炭素を反応させることでメタンを合成
宮崎の太陽がエネルギー製造の源

太陽光などの再生可能エネルギーを中心としたエネルギー供給システムを
構築することで災害時のレジリエンスを強化
発電量予測モデルによる災害時におけるエネルギー供給シミュレーション

研究内容
太陽光エネルギーを用いたP2G（メタンガス製造）システムの屋外実証

エネルギーレジリエンスの構築

現在のタッチパネル用透明電極には、レアメタルのインジウムが使用されて
います。そこで、インジウムに代わる新しい材料、新しい作製手法を用いて
開発しています。

レアメタルを使用しないことは、省資源の問題を解決することができます。
価格も安くなります。
これからの時代は、電気を貯めることが重要です。災害にも役に立ちま
す。電気自動車の普及が加速されます。
省資源問題、エネルギー問題を解決する知識や技術を身に付けることが
できます。

現在の二次電池は、電解液を用いたリチウムイオンが主流です。発火の
問題があり、電解質を固体化することが急務です。新しい固体電解質、
新しい作製手法を用いて開発しています。

研究内容
新規低コストタッチパネル用透明電極の開発

新規低コスト全固体二次電池の開発

省資源問題・エネルギー問題の解決に貢献する

宮崎の豊富な太陽光を用いてエネルギーを創る︕

ひとこと
新しいものを開発することが、将来の日本の科学（産業）
を支えることだと思います。一緒に新しい技術を開発し
て、新しいものを作ってみませんか︖

電気電子システムプログラム 教授
吉野 賢二

ひとこと
太陽光エネルギーを中心としたエネルギーの自給自足に
よる二酸化炭素を排出しない社会をともに実現させまし
ょう︕

GX研究センター 准教授
太田　靖之

出身:岩手県一関市
趣味:マラソン、サイクリング、献血
講義:再生エネルギー工学、応用数学Iなど
専門:エネルギー工学

出身:愛媛県松山市
趣味:ミニチュアグッズ収集
講義:パワーエレクトロニクス、太陽光発電デバイス工学等
専門:半導体工学

（a）新規材料　（b）スプレー装置　（c）新規透明電極膜

（c）（b）（a）

太陽光発電システムの電力をもとにメタン合成。

（タブレット）

（電気自動車）

（ノートPC） （ペースメーカー） （ドローン）

（液晶テレビ） （スマホ）

全固体二次電池の搭載が期待される装置

災害時でのエネルギー供給のイメージ。通常時では電線からの電力を使えるが、災害時で
は電線からの電力に頼らないエネルギー供給システムが必要になります。

伝熱シミュレーションの一例。シミュレーションモデルを構築することにより、製品を実際に作る
前に温度分布（右図）を調べたり、直接測定が難しい内部などの温度を推定することがで
きます。赤いところが温度が高く、青いところが温度が低いです。

宮崎の太陽 太陽光発電

合成メタン

（スマホ） （バッテリー）

身近にあるレアメタルを使用している透明電極を用いた製品


	001-ocr
	002-ocr
	003-ocr
	004-ocr
	005-ocr
	006-ocr (1)
	007-ocr
	008-ocr
	009-ocr
	010-ocr
	011-ocr
	012-ocr
	013-ocr
	014-ocr
	015-ocr
	016-ocr
	017-ocr
	018-ocr
	019-ocr
	020-ocr
	021-ocr
	022-ocr
	023-ocr
	024-ocr
	025-ocr
	026-ocr
	027-ocr
	028-ocr
	029-ocr
	030-ocr
	031-ocr
	032-ocr
	033-ocr
	034-ocr
	035-ocr
	036-ocr
	037-ocr
	038-ocr
	039-ocr
	040-ocr
	041-ocr
	042-ocr
	043-ocr
	044-ocr
	045-ocr
	046-ocr
	047-ocr
	048-ocr
	049-ocr
	050-ocr
	051-ocr
	052-ocr
	053-ocr
	054-ocr
	055-ocr
	056-ocr
	057-ocr
	058-ocr
	059-ocr
	060-ocr
	061-ocr
	062-ocr
	063-ocr
	064-ocr
	065-ocr
	066-ocr
	067-ocr
	068-ocr
	069-ocr
	070-ocr
	071-ocr
	072-ocr
	073-ocr
	074-ocr
	075-ocr
	076-ocr
	077-ocr
	078-ocr
	079-ocr
	080-ocr
	教員研究紹介
	SDGs別

